東亜天文学会名古屋支部5月例会報告

· 名古屋支部 （第２土曜日 名古屋市　西生涯学習センター／地下鉄鶴舞線浄心駅下車…

会場の都合で変わることがありますので、お越しの際はホームページ： http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/　をご覧下さい。）

４月14日（土）　14:00～16：30  名古屋市　西生涯学習センター２階　第３会議室にて開催。

出席は平沢康男、池村俊彦、大倉正敏、木村達也、滝　敏美、後藤俊樹、岡本貞夫、吉田孝次の８名。

主な話題：　

1． 前方散乱電波を用いた流星の年周変化と日周変化（岡本）～福井県鯖江市から福井高専の前川氏が出されているハム・ビーコンが、流星の電離飛跡の前方散乱による電波を愛知県日進市の岡本氏宅に設置されたクロスの２エレ八木アンテナを用いて、2006年に１年間の連続観測を行った。 日周変化及び地球の公転により黄道面上で出会う流星物質の分布を観測することでえられる年周変化を求められた。 結果、①主要流星群の活動がえられた。② 日々の流星エコー数は流星交点が高くなる秋に増加が見られた。
2． 分光プリズムを用いたATIK-2HS カメラの分光特性の調査（池村）～惑星撮影用に実際どのような波長の光で撮影できているのか確認するため、webカメラで、いろいろなフィルターを使って撮影テストを実施。　バンドパスフィルターの有無を比較した。

3． テクタイト（平澤）～テクタイトの実物を全員に配布され、種類と成因例を説明された。

4． ４月例会月食予報資料の差替え（平澤）～名古屋での8月28日の月食予報について、月食図を改善した資料差替えがありました。

5． 人工衛星の位置計算（後藤）～『天文計算入門』（長谷川一郎、恒星社厚生閣）『天体の位置計算』（長沢工、地人書館）や中野主一氏の著書を参考にしながら、人工衛星の位置推算プログラムを作成。 以前N88BASICで組んだプログラムをWindows上のBASIC/98というソフトに移設した。 例会会場では、国際宇宙ステーションI S S (1998-067A) の最近の軌道要素を入力した経路を表示した。
6． 篠山恐竜発掘の話題より・御池山隕石クレータの話題より・英国自然史博物館での資料調査

　　（大倉）～ロンドンの自然史博物館（有料公開）で1600年代のリチャード・オーエンが作成した　

　　　資料も直接みることができるそうです。 御池山隕石クレータについては岡本氏より紹介。

７．国立科学博物館のリニューアル・オープン（大倉）～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上　　　　　（報告者　吉田　孝次）

